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水中下加熱，無加熱グ)連々な植物源のデンプンに対する。くーアミラーゼ,

まアミラ-ゼ，ゲルコアミラ一ゼしイワアミラーゼ，酸の加水分解作用

神戸女子大家政　○大畠和子　原ffi篤也

　@的　種々な植物起源のデ■>プンf)特徴として，糊化簡迦湿度if ￥れぞれ異なることが

知られている。しねヽしなびら種nなアｌラーぜまた酸・作用に対し-?. 種･7なずンプンの

抵抗性の相異に関しマの知見は少な丿。そこで無加勧，加舵剣牛の異なるデンプン試料に

対しマr,種ノフなアミラーゼあヽよび酸の分解率右調べると共に, 辱れぞれの未分解の残存テ

ンサンを電子顕搬鏡によっマ観察した。

　方法　赫素としマは市販^精製アミラー, すなわち粘草結・(<－アミラーゼ，札^マ･イ

モのβリミラ一

使用した，デンプンとしマはワ^＼

タピ才りのデンプンを使用し，生<･)粒。まれ邨を, (>吋. 吋水中で加熱iた試料を用
口、 酸は16％H2飢, 321で処理した。試料は金によるツ。r －イングを行心a 立s-430の
走査型電子顕愉鏡で・琥嘸、また日立H一如好E (こよる透過型電子顕徹鏡でi らべ｀た。

　結菓　イワアド

デこ/プンが最もよく介解さ戴托び、・くーアミラーゼトぶーアミラーゼバi>％H2飢32c 7はデン

ザン^種頬によっマの分解率<r)舶3^ あまりみら飢なかった。クモノスカ巳･)d-アト

すベマの生デンプン娃に比較的よく作用し、電顕の観験ではワ^ｼｰｺｰこ／とｺｰﾝに対しマは

粒の表面にﾀﾀくの孔があき、片の作用が内郭におにび、他のデンプン粒マ" はaぼ目固所から

作用し、粒内紬こよく作用し外句柄殻を残すぶうになっマヽ僕。'^八加剱<r)場合も同柚ﾏ゛

あった。酸による分解では卯日作用ブもなお分解を続け、電顕ﾏ゛結晶性(7)構造がみら収だ。
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　目的　鎧年- 急激rぷ怒牽麗達と夭に。女.ttのμ会ま出の増hd t単身赴価笥r I. 池形砥･・

変化*v秀しい。Z in fうrぶことμ食弘通I- ^彰響を与iL、簡便化で合理紅＼.まめや峡向t

rjつて､jてお') ■ その一つ乙して「7ドット野粟j r^うもa) も此現しμ。これは奢棟、､野釆

乞、カットし話A ぜre かのt". 晴一入後、加］煕処理瓦しI /食^ うものと. 加､勢μ理や沈々処

理1-tt r iこX の* ^ 食? れやと ^ んられう「野? サラダ」のニ棟類にズ昂にれう。仏教･f

　ヽこの- つでis ろ*[■の-J J 刺用ざれ今野葦サラf ・ぞ全担を略奪レ衛生掌的土｡場々ヽらこ

の細歯湧予状唇について硬支fc行っに。V、＼グ）緬桑i報告可き。

　素汰　野棄すラダに極査当a、午前/0 時⌒･//時に寡験整にｔい｡ﾆｰ店舗ざ購入レ良

験童に持ろ帰､r-. 冷系ヽ庫[こi時間収ま後(盗泉約re）, 一廠t一肌朕と大鳩酌群蔵互乞

行っrこ。検ゑ才ゑn常去ド徒い刄腸戯癖に平幕地表と｡夭に雁認試験としてB 6rしき地地

にてｶﾞｽ麗振、I轡､k破£しf- 。にみ覆皇ぽ、昨年客月rヽら実抱レ?:、理雇維縁ヤざあう

　鳩麦　If系7ラダの細画馮・£児ほ( 昭虻(>i 年I 月itii-）、一敏£歯駄陪/丿μ最夭

値V β被仔申／3 渡仔C練武率片%卜　/。叫二図痢　/匹? 以％の確訟手であI)

　､襖玄しに野菜サラダすA'てヵヽら/β以X ・･王痴数励ヽ破t、^ れこ。f rリ､啼痴斉（J、/丿

⌒μ'硬ま､ごれ[こい）μii 襖葎であり、校叙苧If り'/o ど,≪/率t'あ･、Tz。以xﾆ、維屠ヵヽ

ら、升葦サラタり）衛生状葛爪　ｌこいこ泰扉v"^ れSiべ.^ 現状であうとい之Jごう。


